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まなびの扉 

広報 

■文化施設 
滝川記念美術館「玉青館」 
　☎36-2314 
淡路人形浄瑠璃資料館 
　☎43-5037 
産業文化センター☎38-0201 
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260 
■社会体育施設 
サンライズ淡路☎45-1411 
西淡社会教育センター・ 
西淡グラウンド☎36-2027 
伊加利山村広場☎39-1126 
温水プール☎42-4994 
三原健康広場☎42-5630 
B&G南淡海洋センター 
　☎52-2404 
阿万スポーツセンター 
　☎55-0652 
賀集スポーツセンター 
　☎54-0779 
文化体育館☎50-5077 
吹上浜野外教育センター 
　☎55-0948 
■公民館等 
緑公民館☎44-3008 
西淡公民館☎37-3028 
三原公民館☎43-5038 
南淡公民館☎50-3048 
松帆地区公民館☎36-2137 
湊地区公民館☎36-3535 
津井地区公民館☎38-0010 
丸山地区公民館☎39-0210 
阿那賀地区公民館☎15-1036（CA） 
伊加利地区公民館☎39-0567 
西淡志知公民館☎36-5526 
榎列公民館☎42-2393 
八木地区公民館☎42-5956 
市地区公民館☎42-5957 
神代地区公民館☎42-5958 
三原志知公民館☎42-6343 
賀集公民館☎54-0331 
阿万地区公民館☎55-0046 
北阿万地区公民館☎55-0055 
灘地区公民館☎56-0001 
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉

   

「
さ
わ
り
教
室
」
生
徒
募
集 

▽
日
時
　
月
２
回
（
第
２
金
曜
日
、

　
第
４
日
曜
日
）
午
後
８
時
〜
９

　
時 

▽
場
所
　
北
阿
万
公
民
館 

▽
対
象
者
　
小
学
生
〜
大
人 

▽
指
導
者
　
竹
本
友
喜
美
師
匠
（
淡

　
路
人
形
座
） 

▽
そ
の
他
　
初
心
者
大
歓
迎
。
研

　
修
会
、
発
表
会
な
ど
も
あ
り
ま

　
す 

▽
問
い
合
わ
せ
　
北
阿
万
公
民
館

　
☎
55
・
０
０
５
５ 

  

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
啓

発
の
た
め
に
視
聴
覚
教
材
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
淡
公

民
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
ビ
デ
オ
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
人
権
教
育
課
☎

　
37
・
３
０
１
９ 

 

  

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
使
用
予
定
の
小
中
学
校
の
教

科
書
を
広
く
一
般
の
方
に
展
示
し

ま
す
。 

▽
日
時
　
６
月
17
日
（
金
）
〜
７

　
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

▽
場
所
　
西
淡
公
民
館 

▽
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
☎

　
37
・
３
０
１
８ 

  

▽
期
間
　
６
月
13
日
（
月
）
ま
で 

▽
場
所
　
西
淡
公
民
館 

▽
内
容
　
写
真
・
絵
画
・
手
芸
等

　
の
展
示 

▽
主
催
　
西
淡
文
化
団
体
連
絡
協

　
議
会 

▽
問
い
合
わ
せ
　
西
淡
公
民
館
☎

　
37
・
３
０
４
８ 

   

　
初
心
者
大
歓
迎
。
体
力
に
合
わ

せ
た
練
習
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

▽
日
時
　
６
月
10
日
〜
７
月
29
日

　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
８
時

　
〜
10
時 

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン 

　
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▽
受
講
料
　
３
０
０
０
円 

▽
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル

　
は
用
意
し
て
い
ま
す
。 

▽
申
込
み
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

　
タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
　 

   

▽
日
時
　
６
月
５
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
４
時 

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン 

　
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▽
内
容
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
・

　
２
部
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
・

　
２
部
。
男
女
と
も
リ
ー
グ
戦
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
２
チ
ー
ム
が

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
一
人
参

　
加
の
場
合
は
本
部
で
ペ
ア
を
手

　
配
し
ま
す 

▽
申
込
み
　
せ
い
だ
ん
テ
ニ
ス
協

　
会
・
宮
本
☎
36
・
３
４
５
０ 

    

▽
開
館
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

　
（
休
館
日 : 

月
曜
・
祝
日
の
翌

　
日
・
年
末
年
始
） 

▽
特
別
展
示
室
　
「
淡
路
人
形
頭

　
展
」
収
蔵
庫
に
保
存
し
て
い
る

　
市
村
六
之
丞
座
の
頭
類
を
展
示
。

　
６
月
末
ま
で 

▽
第
２
展
示
室
　
「
徳
田
寿
春
写

　
真
展
│
カ
メ
ラ
の
旅
日
記
│
」

　
６
月
３
日
（
金
）
〜
７
月
末
ま

　
で 

▽
問
い
合
わ
せ
　
淡
路
人
形
浄
瑠

　
璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７ 

 

   

　
毎
年
恒
例
の
『
友
の
会
・
見
学

会
』
を
今
年
も
２
回
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
見
学
会
で
は
、
単
に
美
術

館
や
博
物
館
に
行
っ
て
、
見
る
だ

け
で
は
な
く
、
展
覧
会
を
担
当
し

た
学
芸
員
さ
ん
や
解
説
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
、
時
に
は
館
長
さ
ん
な

ど
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
て
鑑

賞
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
さ
ん
は
、

「
何
よ
り
も
専
門
家
に
よ
る
解
説

が
あ
る
か
ら
、
見
学
す
る
ポ
イ
ン

ト
が
良
く
わ
か
る
し
、
美
術
や
文

化
財
が
好
き
な
人
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
時
間
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
を
よ
く
お

聞
き
し
ま
す
。 

　
こ
の
楽
し
い
『
見
学
会
』
に
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
ま
ず
、
玉
青

館
友
の
会
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
の
予
定
は
次
の
通

り
で
す
。  

◆
第
１
回
見
学
会 

▽
日
時
　
６
月
30
日
（
木
）
午
前

　
８
時
〜 

▽
場
所
　
鶴
林
寺
（
鶴
林
寺
美
術

　
館
）
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

　
ー
、
県
立
歴
史
博
物
館
（
特
別

　
展
『
義
経
』
名
宝
で
た
ど
る
義

　
経
の
時
代
） 

▽
参
加
費
　
５
５
０
０
円 

◆
第
２
回
見
学
会
（
予
定
） 

▽
日
時
　
10
月
22
日
（
土
） 

▽
内
容
　
「
京
都
人
」
洋
画
家
奥

　
山
普
画
伯
と
秋
の
京
都
美
術
探

　
索
と
い
う
こ
と
で
、
奥
山
画
伯

　
と
京
都
御
所
『
時
代
祭
』
の
舞

　
台
裏
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
東
本
願

　
寺
別
院
（
国
名
勝
）
、
島
原
揚

　
屋
「
角
屋
」
（
国
指
定
）
等
の

　
見
学
。 

※
諸
般
の
都
合
に
よ
り
、
第
２
回

　
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
友
の
会
事
務
局

（
玉
青
館
）
☎
36
・
２
３
１
４ 

小
中
学
校
用
教
科
書
の
展
示 

五
月
展
開
催
中 

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し 

淡
路
の
伝
統
芸
能
・
浄
瑠
璃
を 

口
ず
さ
み
ま
せ
ん
か
？ 

中
高
年
の
た
の
し
い 

テ
ニ
ス
教
室 

東
か
が
わ
・
西
淡
交
流 

テ
ニ
ス
大
会 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館 

特
別
展 

玉
青
館『
友
の
会
』か
ら
の 

お
知
ら
せ 

初回トレーニング講習会の受講者募集 初回トレーニング講習会の受講者募集 
南あわじ市文化体育館「元気の森ホール」からのお知らせ 

※申込みは6月5日（日）午前8時30分から電話で 
　受付します。☎50-5077 
※お子様連れでの受講はご遠慮ください。 

対 象 者  
講習会受講料 
1講習会定員 
利 用 料 金  

16歳以上 
500円 
6名（完全予約制） 
200円（2回目以降） 

● 
● 
● 
● 

　トレーニングルームを利用する場合、初回のみ
この講習会を受講していただきます。 

月日 曜日 第1講習時間 第2講習時間 

１４：００～１５：３０ 

１４：００～１５：３０ 

１８：３０～２０：００ 

１４：００～１５：３０ 

１０：３０～１２：００ 

１０：３０～１２：００ 

１３：３０～１５：００ 

１０：３０～１２：００ 

土 

日 

金 

日 

６月１１日 

６月１９日 

６月２４日 

６月２６日 

今月の
おすすめ図書

　旧四町で発行している図書利用券は、 

現在使用できませんので、「南あわじ市

図書利用者カード」への切り替えが必要

です。カードの発行は、最寄りの図書館（室）

で出来ますので、本人確認ができるもの

（免許証・保険証・学生証・旧町カード等）

をご持参のうえ、申請してください。 

　「南あわじ市図書利用者カード」を発

行できるのは、淡路島内にお住まいの方、

および南あわじ市に在勤・在学の方です。 

 

 

　本を借りられた方は、返却期日までに

必ずご返却くださるようお願いします（予

約本の場合があります）。休館日および

時間外に返却に来られた場合には、「返

却ポスト」に入れてください。 

　図書館は、マナーを守って利用しまし

ょう。館内での携帯電話の使用や、会話・

飲食・喫煙はご遠慮くださるようお願い

いたします。 

図書利用者カードの発行について 

図書利用にあたってのお願い 

島本理生著（角川書店） 
●ナラタージュ 

緑公民館図書室℡44-3008

　大学2年の春、高校時
代片思いをしていた先生
からの電話に、泉は思わ
ずときめく。だが、先生の
過去には大きな秘密があっ
た。一生に一度の究極の
恋を瑞々しい感性で描く。 

☆開館時間／9時30分～19時 
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで 
　（緑、西淡公民館図書室は土曜日も5時まで） 
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日 
　　　　　　月末整理日（平日） 
※図書の返却は市内の図書館（室）のどこに
　でも、お返しいただけるようになりました。 

みんなの図書館
～本と心のふれあいの場～ 

日 月 火 水 木 金 土 
　 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

●6月の図書館カレンダー 

※○はおやすみです 

月末日 

川口松太郎著（読売新聞社） 
●一休さんへの道〈上〉〈下〉 

西淡公民館図書室℡37-3028

　子供たちも知ってい
る「一休さん」。庶民の
味方として生きとおし
た一休禅師の生涯を綴っ
た物語。 

●漫画館〈全5巻〉 
　宮沢賢治著（潮出版社） 

●おおかみかめんと 
　きつねどん 
　のぶみ／絵と文（教育画劇） 

たばたせいいち作（童心社） 
●ひ・み・つ 

南淡図書館℡53-0234

 ゆうきは大好きなおばあ
ちゃんの大切な「ひみつ
＝ねがい」をかなえるた
めに、ききみみずきんを
かぶってお宮の森にむか
います。そして・・・。生き
ていく元気がわく絵本。 

手島悠介作（学研） 
●裁判とふしぎなねこ 

三原図書館℡43-5037

　学校で裁判の劇をする
ことになった。ぼくが裁判
長の役となって判決を言
いわたす。人を裁くのが
裁判官なのに、ぼくは自
分の罪をかくしていた・・・。
少年のゆれる心を描く。 

●夫婦を長続きさせる会話術 
　津田妙子著（小学館） 

●ガンに生かされて 
　飯島夏樹著（新潮社） 

　松帆櫟田の願海寺（お大師さん）にある市指定重

要文化財の松尾芭蕉句碑「扇塚」は１７８９年に淡路

最初の芭蕉塚として建立。碑面には「ひらひらと揚る

扇子や　雲の峰　はせを」と刻まれています。 

　しかし、長年の風化により劣化が進み、地元では由

緒ある同塚を後世に残したいとこのほど、石材で出来

た屋根付の案内板が作られました。案内板には建立

の由来などが記され、同寺の訪問者から関心を集め

ています。 

芭蕉句碑「扇塚」に屋根付案内板を設置 い
ち
む
ら
ろ
く
の
じ
ょ
う
ざ 

か
く
り
ん
じ 

お
く 

や
ま
ひ
ろ
し 

あ
げ 

や 

す
み 

や 

がんかいじ 

おうぎづか 

あぐ 

おうぎ 


